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野上祐作

岡山理科大学理学部生物化学科

(2011年９月27日受付、2011年11月７日受理）

1．はじめに

水質汚濁防止法（昭和46年６月施行）第3条に定められている水質の汚濁の状況の監視等に係る岡山県内の

「公共用水域及び地下水の水質測定」は，河川33、湖沼２，海域27の計62の環境基準点において原則的に毎月

１回実施されている’)。現在、水質汚濁問題を抱える岡山県南部に位置する児島湖には「湖心」と「樋門」

の2地点の環境基準点が設けられている。そして、児島湖に流入する笹ケ瀬川及び倉敷｣11では、環境基準点と

して前者の下流域に「笹ヶ瀬橋」、後者の下流域に「倉敷川橋」がある。

一方、岡山市は児島湖の水質保全対策として、1982年４月から笹ケ瀬川下流部（笹ケ瀬局）、2001年４月か

ら樋門付近（児島湖局）において水質自動測定機による常時監視を行なってきた２)。それらは、現在、その

役割を終えたとして２００９年３月に廃止された。

児島湖の水質保全対策には、河川から児島湖に輸送される水質汚濁物質量（＝流入水量×濃度）及び児島

湖から児島湾に排出される汚濁物質量（＝放流水量×濃度）の把握が必要である。汚濁物質の月別輸送量を

推定するには、毎月１回測定される汚濁物質濃度をその月の代表（平均）濃度として使用できるかどうかを予

め検討しておく必要がある。

今回,岡山市が自動測定機による水質監視を行なってきた児島湖局及び笹ヶ瀬局の化学的酸素要求量(COD）

と全リン（TP）の1時間毎の測定値（1時間値）を用いて，月１回，手分析で得られる測定値の月代表性に関す

る検討を試みた。その結果，２，３の興味ある知見が得られたので報告する。

２．解析方法

まず，岡山市から入手した児島湖局（児島湾中央管理事務所に近い児島湖樋門）及び笹ヶ瀬局（笹ヶ瀬新

橋付近）の自動測定機による2001年～2005年の5年間のＣＯＤ及びTPに関する１時間値の中から，毎月１回行われ

るJISKOlO2の「100℃における過マンガン酸カリウム法」による手分析用の採水（10時前後）の時間帯に最

も近い1時間値をそれぞれ抽出した。両地点において、それらと毎月１回の手分析で得られた5年間の測定値と

の相関関係（､=60）を調べた。

次いで,手分析による毎月１回の測定時のサンプリング日の自動測定機の1時間値から算出した日平均値と，

毎月１回測定された測定値との相関関係（､=60）を調べた。そして，自動測定機の1時間値から算出した月平

均値と，毎月１回の手分析による測定値との相関関係（､=60）を調べた。

３．結果及び考察

児島湖の樋門付近で，毎月１回１０日前後に，岡山県が定例的にモニタリングしているＪＩＳ法に基づくＣＯＤ

の測定値（サンプリング時刻：１０時前後）及び，そのサンプリング日時に最も近い岡山市の児島湖局の自動

測定機によるＣＯＤの１時間値について、２００１年４月～2006年３月までの５年間の経時的変化を図１Ａに示し

た。自動測定機の測定値が手分析による測定値に比べて若干低い傾向を示したが，その経時的変化は類似し

ていた。また，同じ期間の笹ヶ瀬川河口のＪＩＳ法に基づく月１回のＣＯＤ値と，笹ヶ瀬局の自動測定機でモニ

タリングされているＣＯＤの１時間値の経時的変化を図ｌＢに示した。笹ヶi頼局では，児島湖局に比べて両者の

差がやや大きかったが，その経時的変化は，児島湖局と同様，類似していた。なお、自動測定機による測定

値がＪＩＳ法に比べて低くなるのは、硝酸銀によるマスキングを行っていないことなどが考えられる。

次に、児島湖局及び笹ヶ瀬局における手分析値と自動測定機の１時間値の関係を図Ｚにプロットした。児

島湖局で，両者の相関関係が危険率１％で有意と認められた（r＝0.788,,＝６０）。笹ケ瀬局においても，自

動測定機による測定値がやや低いものの,両者の間に危険率1％で相関有りと認められた(r＝0.725,,＝６０)。

これらの結果から，自動測定機による測定値は，値そのものは低いものの，ＪＩＳ法に基づく測定値と相対的

に対応しているものと考えても差し支えない。
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児島湖の樋門付近で，毎月１回１０日前後に，岡山県が定例的にモニタリングしているJIS法に基づくＴＰの測

定値（サンプリング時刻：１０時前後）及び，そのサンプリング日時に最も近い児島湖局の自動測定機でモニ

タリングされているTPの1時間値の経時的変化を図3Ａに示した。両者の測定値及び経時的変化はほぼ一致し

た。また，同じ期間の笹ヶ瀬川河口のJIS法に基づく月１回のTP値と，笹ヶ瀬局の自動測定機でモニタリング

されているＴＰの1時間値の経時的変化を図3Ｂに示した団笹ケ瀬局では，児島湖局に比べて各年度の濃度1幅が

小さかったが，両者の経時的変化は，児島湖局と同様，類似していた。

次いで、ＣＯＤと同様に，ＴＰについて両者の測定値間の関係について検討した（図4）。児島湖局では，自

動測定機による測定値はJIS法による測定値と類似し，両者の測定値間に明確な相関関係が認められた（ｒ＝

0.978,,＝６０）。一方，笹ヶ瀬局では，児島湖局に比べ相関係数が小さかった（r＝0.712.,＝６０）。しかし，
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2つの測定局の測定値を合わせてプロットすると，両者の間には明確に相関関係にあることがわかる（図5）。

したがって，ＴＰについても，自動測定機による測定値は，jlS法に基づく測定値と対応していると見倣して差

し支えない。

そこで，自動測定機による1時間値を用いてCOD及びTPの日平均値を算出して，同じ日の１０時前後の手分析

値との関係について検討を行った。毎月１回の測定日の児島湖局及び笹ヶ瀬局におけるＣＯＤ濃度の１日平均値
と，１０時前後の採水で得られる手分析値との関係を図6Ａに示した。自動測定機による測定値がやや低い傾向
にあるが，両者の問には一定の関係が見られた。このことは、ＣＯＤ濃度の日変化が小さいか、あるいは月１

回のサンプリングを行なう１０時前後の時間帯がその日の平均値に近い値となることを意味する。いずれにし

ても，月１回，１０時前後にサンプリングされる表層水のＣＯＤ濃度が，ほぼ，その日のＣＯＤ濃度を代表するもの
として取り扱えるものと思われる。
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同様に，毎月１回の測定日の児島湖局及び笹ヶ瀬局に

おけるＴＰ濃度の１日平均値と手分析値との関係を図6Ｂ

に示す。ＴＰについてもＣＯＤと同様に，月１回，１０時前後

にサンプリングされる表層水の濃度が，ほぼその日のＴＰ

濃度を代表するものとして差し支えないと思われる。

さらに，自動測定機による1時間値を用いて月平均値

を算出して，毎月１回測定されるＣＯＤ及びTPの手分析値

との関係について検討した。自動測定機によるＣＯＤの測

定値がやや低いが，両者の間には一定の関係が見られた

（図7Ａ）。このことはＣＯＤの月内の濃度変動が小さい

ことを意味する。このため，月１回，測定される表層水

のCOD濃度が，その月のCOD濃度の代表（平均）値とし

て取り扱える。同様に，毎月１回の測定日の児島湖局及

び笹ヶ瀬局におけるTP濃度の月平均値と手分析値との

関係を図7Ｂに示す。ＴＰについても，月１回の測定値が，

CODと同様、その月のTP濃度を代表するものとして取

り扱うことができることを示唆した。
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４．結論

児島湖樋門付近（児島湖局）及び笹ケ瀬川河口部（笹ケ瀬局）で，毎月１回，手分析で得られるＣＯＤ及び

TPの濃度を，自動測定機で測定される１時間値の月平均濃度等と比較し，その濃度がその月の代表値として

使用することが可能かどうかについて検討した。その結果，以下の知見が得られた。

l）児島湖において毎月１回手分析で得られるＣＯＤ及びTPの濃度と、そのサンプリング時間に対応する自動測
定機で測定される1時間値の問には有意な相関が見られた。

2）毎月１回手分析で得られるＣＯＤ及びTPの濃度と、そのサンプリング日に対応する自動測定機で測定される
１時間値の日平均値間（､=24）にも有意な相関が見られた。

3）さらに、毎月１回手分析で得られるCOD及びTPの濃度と、そのサンプリング月に対応する自動測定機で測
定される1時間値の月平均値間においても有意な相関が見られた。

4）これらの1連の結果から、児島湖においては、汚濁物質量の月間収支等の計算に、ＣＯＤ、ＴＰともに、毎月
１回測定されている値をその月の代表値として取り扱うことができることを確認した。
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Eachconcentrationofchemicaloxygendemand，ＣＯＤｏｆｔｈｅｓｕｒｆａｃｅｗａｔｅｒｓａｍｐｌｅｄｏｎｃｅｐｅｒｍｏｎｔｈａｔ

ｔｗｏｐｏｉｎｔｓｉｎＬａｋｅＫｏｊｉmawascomparedwiththemonthlyaveragevaluecomputedfromtheone-hour
concentrationofCODmeasuredfbｒｅｖｅｒｙｈｏｕｒｂｙｔｈｅａｕｔｏｍａｔｉｃｍｅａｓｕｒementinstrumentinstalledin

thesaｍｅｐlaceastwosamplingpoints、significantcorrelationwasseenbetweenspotCＯＤｖａｌｕｅａｎｄ
ｍｏｎｔｈｌｙａｖｅｒａｇｅＣＯＤｖａｌueobtainedfrom2001to2005(r=0.737,,=120).Thiswasconsideredbecause
changeofCODconcentrationwithinamonthwassInallineverymonth
ltwasinvestigatedalsoabouttheconcentrationoftotalphosphorous（TP）bythesamemethod

SignificantcorrelationwasseenbetweenspotTPvalueandmonthlyaverageTPvalue（r=0.931,
,=120)．

ThoseresultssuggestedthatthemeａｓｕｒｅｍｅｎｔｖａｌｕｅｏｆＣＯＤａｎｄ/ｏｒＴＰｏｎｃｅａｍｏｎｔｈｗａｓａｂｌｅ
ｔｏｕｓｅａｓｔｈeaveragevalueofmonthinLakeKojiｍａ．
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